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1．はじめに 

 いえしま自然体験センターでのウニの発生観察

も今年で 3 年目になります。観察の方法や記録の

とり方を年々、改良して、今年は今までの中でも

っともスムースに発生の観察をすることができま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 西島とウニ採取場所（地理院地図より） 

 

2.方法 

 2024 年 8 月 1 日、プログレサイエンスツアー

の第 1 日目、36 人で 1 時間ほどかけ、いえしま

自然体験センター前の浜でウニを採取しました。

安全のために軍手、金はさみを使い、採取したウ

ニはポリバケツに入れてセンターに持ち帰りまし

た。 

 

 

 

 

 

 

    写真 1，2 ウニの採取 

 ウニははさみでトゲを切り、500ｍL の透明プ

ラスチックビーカーに合う大きさに加工しまし

た。ウニがビーカーの上の方にとどまり、下に落

ち込まず、なおかつウニの下部がろ過海水につか

るくらいの大きさです。 

 ウニは口器（いわゆるアリストテレスの提灯）

を上にし、ピンセットなどで口器を除き、スポイ

トで 0.5mol/L 塩化カリウム水溶液を注入し、

卵・精子を放出させました。卵は黄色っぽい色、

精子は白っぽい色で区別しました。 

  

 

 

 

写真 3，4 卵・精子の採取 

 別のビーカーで卵を 

多めに、精子を少なめ 

に混合して受精させま 

した。精子が余ると死 

んで腐敗する原因にな 

るからです。    写真 5 卵・精子の調整 

 受精させたのは午後 5 時ころでした。昨年の経

験から、部屋は冷房で冷やしておいた方がいい



（腐敗に関係する微生物の繁殖を防ぐ）と考えら

れたので、エアコンをかけて冷やすようにしまし

た。しかし、なかなか冷えないので、センターの

方にフィルターを掃除してもらい、時間がかかり

ましたが、翌日には効いてきました。 

 サイエンスツアーではほかにも活動することが

あり、活動の合間にビーカーの海水をスライドガ

ラスにとって、顕微鏡で観察しました。記録は、

サイエンスツアーのしおりにスケッチをとる、写

真を撮る、動画を撮る、の 3 通りで行いました。 

 

3.結果 

 卵と精子を混ぜた海水を顕微鏡で見ると、卵の

周りにたくさんの精子が取り囲んでいるのが見え

ました。しばらくすると受精膜があがっている卵

が見えました。 

 

 

 

 

 

図 2，3 受精卵 

 

 

 

 

 

 図 4 受精卵 写真 6 8 月 1 日午後 5 時 15 分 

受精数分後には、はやくも卵割するものが見ら

れました。 

 

 

 

 

    図 5，6 2 細胞期 

 

 

 

 

 

 

 

図 7 2 細胞期 写真 7 8 月 1 日午後 5 時 39 分 

 

 

 

 

 

 

図 8 4 細胞期 写真 8 8 月 1 日午後 7 時 29 分  

 写真 8 は 8 細胞期と思われます。初期の卵割は

速い調子で進行しています。そのため、8 細胞期

や 16 細胞期のスケッチは描けていません。 

  

  

 

 

 

 

図 9 桑実胚期  図 10 胞胚期 1 日 7 時 

 

 

 

 

 

 

図 11 胞胚期 2 日 8 時 4 分 写真 9 2 日午前 5 時 

 

 

 

 

 

  

図 12 胞胚期 2 日 12 時 図 13 2 日 12 時 57 分 

 胞胚期は受精卵の外側に分裂した細胞が密集



し、内部は疎になっている様子が分かり、期間も

長いのでスケッチを残すことができています。泳

ぐようになってきたので、顕微鏡の視野の中に入

れるのに苦労しました。 

 なお、プレパラートはホールのあるものを使用

し、1 回観察に使った受精卵は、カバーガラスを

かぶせて観察しているために酸素不足になって弱

るので、1 回ごとに新しい受精卵をビーカーから

供給して観察しています。 

 

 

 

 

 

 

図 11 2 日 13 時  写真 10 2 日 13 時 4 分 

 2 日目の午後に入ると、原腸胚の陥入が始まり

ました。 

 

 

 

 

 

図 12 2 日 18 時 40 分  図 13 2 日 17 時 50 分 

 

 

 

 

 

図 13 2 日 17 時 40 分  図 14 2 日 19 時 50 分 

 

 2 日目の午後には 

原腸胚期にはいって 

いました。まだ反対 

側までは達していま 

せん。 

 

          写真 11 2 日 16 時 48 分 

 観察は 3 日目の朝まで行いました。最後の観察

では形がピラミッドのようになり、プリズム幼生

期にはいっていました。 

 

 

 

 

 

 

図 15、16 3 日 7 時 10 分 

 

 

 

 

 

 

図 17 3 日 6 時 50 分 図 18 3 日 9 時 

 

 

 

 

 

 

図 19 3 日 9 時   写真 12 3 日 6 時 46 分 

 図 17 は原腸を横から描いたもので、反対側ま

でほぼ達している様子が記録されています。図

19 は原腸胚をしたか上から見た図のため、真ん

中に穴が開いているように見えています。これら

からプリズム幼生期に入るところまで観察できた

といえそうです。 

 残念ながらここでサイエンスツアーの滞在が終

わってしまったので、受精卵は海に返しました。 

 次に動画の記録を記しておきます。 

 顕微鏡写真のところで言い忘れておりました

が、写真と動画はデジタル顕微鏡（ケニスデジタ

ル顕微鏡 LVS-RHE）で撮影し、パソコンに記録

しました。動画は YouTube に配信し、URL を次

の QR コードにしましたので、視聴できます。 



 

 

 

 

8 月 1 日午後 5 時 

 

 

 

 

   8 月 2 日午前 6 時 30 分 

 

 

 

   8 月 2 日午後 1 時 4 分 

 

 

 

   8 月 3 日午前 6 時 12 分 

4．まとめ 

 はじめ、エアコンが効かず、部屋が暑かったの

で、心配でしたが、受精卵があまり死なずに発生

が進んだのでよかったです。特別な装置も使わな

いで発生が進んだのは、去年よりもビーカーに入

れる海水を浅くして、空気が中まで行き届きやす

くしたためではないかと思います。 

 発生の進行は、芝中学校の生物実習書のバフン

ウニの発生観察にある、各段階の進行時間とほぼ

同じでした。 

 各班のビーカーで受精卵を見ていたので、サン

プルもたくさんとれており、海に返すのではな

く、標本にしておいたらいいのかもと後で思いま

した。 

 胞胚期よりあとの受精卵が動き回ってスケッチ

がやりにくかったので、ゾウリムシの時のように

脱脂綿を入れるとか、メチルセルロース溶液を加

えるなどのこともしたらいいかと思いました。 

 これらを来年の課題にして後輩に引き継ぎたい

と思います。  
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写真 13，14 

 

 

 

 

 

 

写真 15，16 

 

 

 

 

 

 

写真 17，18 

 

 

 

 

 

 

写真 19，20 

本研究は武田科学振興財団の助成によるもので

あることを付記します。 

文献 中学生物実験ハンドブック 芝中学校

（1994） 


